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実施・運営
方法

小牧市立学校施設耐震化推進計画に基づき、平成２４年度までに改築工事が完了でき
るように学校と打合せをし、実施設計を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

小牧小学校の老朽化や耐震性の問題がある学校施設を計画的に改築し、安全で安心
な学校ができるようにする。
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総合計画
分野別計

画

予算区分 2 3

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

学校教育
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名称：

小牧市立学校施設耐震化推進計画

3 2

会計区分 施設整備系

平成２２年度 平成２４年度～事業期間

事業番号

小牧小学校改築事業

336

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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1,679,574
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56,813

その他財源

55,204

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.30

56,813

0

0

担当係

事業類型

教育を支える学習環境を整備する

一般会計

地域住民組織

1,6090 1,609

Ｈ22決算額

1,677,965

0

0

0.00

対前年比

庶務課

施設係
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目標
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二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

事業を廃止した場合、校舎や体育館は老朽化しており、また、耐震性にも問題があるた
め、大地震等により建物が倒壊することも考えられ、安全で安心な学校環境とすること
ができなくなる。
災害時の避難所となっているが、避難所として機能しないことも考えられる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

平成２３年度に改築工事を発注し、既存の体育館・低学年プールの解体・撤去し、校舎
を建設する。
平成２４年度に既存校舎・高学年プールを解体・撤去し、体育館・プールの建設及びグラ
ンド・外構の整備をする。

小牧市立学校施設耐震化推進計画どおりに平成２３・２４年度に改築工事を施工できる
よう準備することができたため。

小牧小学校改築協議会の開催

工事の進捗

事業目的の
達成状況

平成２３・２４年度に改築工事が施工できるように校舎等の予定箇所の地質調査を実施
し、、学校との打合せを反映させて実施設計を行った。
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